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１.はじめに

2都市再生自治体等交流会議i-

負けない、都市計画とは

➢人口減少・超高齢化社会が進む今日においても、新規に産業団地や住宅地
を開発するために市街化区域編入を目指す市町村は多い。

➢児玉ら※による新潟県長岡市をケーススタディした都市計画に関連した税収
の研究によれば、「新規の市街化区域編入や新たな市街地整備が確実な税収
増をもたらすのは事実である。しかし（中略）市全体の税収からすると極わ
ずかにとどまっていた」ことが報告され、「市街化区域内特に中心市街地で
税収減が見られる地区を優先的に整備した方が都市全体を見たときに効率的
である」とまとめられている。

➢つまり減少時代においては、目先の利益にとらわれず、都市全体を長期的
な視点で計画し、本気でコンパクトシティを目指すことで、大勝ちはできず
とも負けない、息の長い都市経営が可能となるのではないだろうか。

※児玉寛希・樋口秀・松川寿也・中川文平（2009），「地方都市における都市計画に関連した税収
の実態に関する研究-長岡市をケーススタディとした固定資産税に関する一考察-」，都市計画論文
集No.44-3，p.211-216
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